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                           2018 年 10 月 18 日 

ピクスタ株式会社 

 

ピクスタ株式会社（東京都渋谷区 代表取締役社長：古俣大介、東証マザーズ：3416）は、10 月 18 日より、

新たに芸術家支援プラットフォーム「mecelo（メセロ）」（ https://mecelo.com/ ）を開始いたします。 
 

 
 

 

■芸術家支援プラットフォーム「mecelo（メセロ）」とは 
 

mecelo とは、芸術家が、継続的な創作活動を実現するために、その創作活動にかける想いや作品に共感し

た複数人の個人（以下、パートナー）から、毎月少額の支援を受けられる、インターネット上のプラットフォーム

サービスです。 
 
寄付とは異なり、パートナーは、好きな芸術家の創作活動を「少額の支援金」という形で支え、見返りとして芸

術家が制作したポストカードなどのちょっとした制作物や、芸術家との深いつながり（交流）、そして「自分が芸

術家を支えるパートナーである」という自己実現と mecelo でしか得られない「アート体験を共に作り上げる感

動」を手に入れることができます。 
 
また、芸術家は mecelo を通じて、

自分の創作活動を支援してくれるパ

ートナーを募り、月々の支援金の受

け取りの他、作品販売の機会と、自

分のファンクラブを持つように、集ま

ったパートナーたちとのコミュニティ

形成の場を提供します。 

アート業界にイノベーションを起こす「現代版あしながおじさん」 
新事業・芸術家支援プラットフォーム 
「mecelo（メセロ）」サービス開始 

芸術家と共にアート体験を作り上げていく感動を提供、継続的な創作活動を支援 

https://mecelo.com/
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芸術家ができること パートナー（支援者）ができること 

• 月額制の「パートナープラン」（100 円〜）を

作り、パートナー（支援者）を募ることで毎

月支援金を受け取ることができる 
• 作品の販売ができる 
• 作品にパートナーから感想・レビューなど

が投稿され、コミュニケーションできる 
• 登録芸術家一人ひとりに、運営によるイン

タビューが行われ、記事化される 

• 応援したい芸術家の「パートナープラン」に契

約し、支援金をおくることで毎月設定されたリ

ターンを受け取ることができる 
• 芸術家の作品を購入できる 
• 作品に感想・レビューを投稿し、芸術家とコミ

ュニケーションできる 
• 登録芸術家の人生や世界観、作品にかける

想い、作品に込めた想いを知ることができる 

 

■芸術家支援プラットフォーム「mecelo」立ち上げ背景と問題意識 

現在、日本には、アートに関連する教育機関が、大学・短大だけで 100 校以上あり（※1）、毎年 1 万 5,000
人以上の学生が卒業しています（※2）。しかし、卒業後、創作活動をメインに生活していける人は非常に少な

いのが現状です。当社が行った芸術家へのヒアリング調査によると、その背景には、創作活動を続けていくた

めに働くものの、働くことで創作時間が失われ、生活に追われることで創作活動から次第に離れていってしまう

という現実があります。 

一方で、アート市場を見ると「日本ではアートは売れない」というのが定説です。日本のアート市場は、関連サ

ービスなども含めると 3,270 億円、美術品市場だけで 2,437 億円あるとされています（※3）。しかし、有名アー

ト作品の取引が中心で、若い芸術家の作品を自由に日常的に楽しむ文化はまだ確立されていません。それは、

日本人がアートを通じてどのような体験ができるかを「知らない」からです。 

わたしたちは、技術も意欲もある次世代の芸術家たちが、その才能を発揮しきることなく潰えていってしまう現

状を惜しみ、芸術家たちの救済とアートを通じた体験の機会を提供する仕組みとして、芸術家支援プラットフォ

ーム「mecelo（メセロ）」を立ち上げるに至りました。 

消費は、モノからコトへ、そしてさらに、好きなモノ・コトを共有し、一緒に育て楽しむ「トキ消費」へと移り変わろ

うとしています。mecelo は、日本人に向けてアートを通じた体験を可視化し、「アート体験を共につくりあげる」

という「トキ消費」を価値として提供することで、人々に芸術家とアートに携わる楽しみ、喜びを届けたいと考え

ています。 
 

※1 参照：美大芸大就活ナビ（ https://bidai-geidai.jp/contents/text/c107/ ） 
※2 参照：芸術系大学出身者と労働者（ https://www.jil.go.jp/institute/zassi/backnumber/2014/04/pdf/050-053.pdf ） 
※3 参照：文化庁「アート市場の活性化に向けて」

（ https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/suishinkaigo2018/chusho/dai4/siryou7.pdf ） 
 

■目指す世界は「大勢の小さな"あしながおじさん”がいる世界」 
 

mecelo（メセロ）は、アートをもっと身近にするために、そして芸術家が継続的な創作活動を続けていくために

立ち上げた、アートファンと芸術家をつなぐ芸術家支援プラットフォームです。 
 
ミッションは「アートのファッション化」。 
アートをもっと身近に感じてもらえるよう、現代にはびこる「漠然とした敷居の高さ」を排除し、人々がファッショ

ンを楽しむように、好みのアート作品を生活の中に取り入れ、「この作品、この芸術家が好きな自分」というパー

ソナルブランドを楽しみながら、芸術家への支援活動を通じて「アート体験を共につくりあげる」文化を創造して

まいります。 
 
このように、アートを身近にし、まるで小さなあしながおじさんが大勢いる世界を日本に作り上げることで、アー

ト界にイノベーションをおこします。 

https://bidai-geidai.jp/contents/text/c107/
https://www.jil.go.jp/institute/zassi/backnumber/2014/04/pdf/050-053.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/suishinkaigo2018/chusho/dai4/siryou7.pdf
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■meceloの今後の展開 
 

＜将来構想＞ 

・芸術家への仕事依頼 
・パートナー活動の可視化（活動内容に応じた優遇またはランク制度等） 
・芸術家とパートナーのクローズドなコミュニケーション 
・企業による金銭以外の支援（創作に必要な道具や場所の提供など） 
・海外進出 
 
アート市場の中心である海外展開も視野に、mecelo は、今後はさらに機能を充実させ、より深い芸術家とパー

トナーのコミュニケーションと芸術家の創作活動の支援に努め、日本にアート文化を共創してまいります。 
 

■mecelo登録芸術家・パートナーからのコメント 
 

【 芸術家：あべせいじ氏】 

mecelo は、インタビュー記事等で作品が生まれる過程やその背景を紹介してくれています。 
優秀なカメラマンが、作家や作品をより素敵に撮ってくれます。そういうひとつ掘り下げたところまで作り込み、

デザイン的にも妥協がないところが良いと思います。 
mecelo には、これからプラットフォームとしての役割を期待しています。わたしたち芸術家やその作品と、サポ

ートしてくださる方、作品を見てくださる方々をつなぎ、企業や団体とのお仕事のつながりも生まれたら素晴らし

いと思っています。これからのさらなるサービスの充実に期待しています。 
 

【芸術家：野村 佳代 氏】 

わたしが mecelo に参加したのは、mecelo の想いややろうとしていることに共感したからです。 
わたしも、作品に潜む物語や伝えたい思いを発信するためには、私自身の物語をもっと発信すべきだと思って

いましたし、個展活動以外に幅を広げたいとも思っていました。そして、日本のアートに対する敷居を下げたい

という思いもありました。そしてなにより、事業部長である宮前さんとお会いした時に「この人は信頼できる」と思

ったことが一番大きかったように記憶しています。何をやるかも大事ですが、誰とやるかの方がもっと大事だと

思っています。 
 
【パートナー：宮本 康宏 氏】 

芸術作品の観賞において、最も大切なことは、作家や作品と親密になることです。 
ひとりの作家、ひとつの作品と長い時間かけて親密に向き合うことで得られる発見だけが、その人の一生を貫く

活きた知識となります。コンテンツ過多の時代において、人や物事に対し希薄になっていく親密性の回復を、

mecelo に期待しています。 
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■京都造形芸術大学講師 井上大輔 氏よりコメント 
 

アートは決して特別なものではありません。投資などの利益目的ではなくても、自分の人生を豊かにするため

にアートを所有する。その作品や芸術家を好きだから所有するというもので良いはずです。しかし、日本ではア

ート作品を購入するという行為が浸透しておらず、アートにおける文化的意識が低いのが現状です。こうした日

本の現状の中で、mecelo はアート作品という「モノ」を所有するという行為ではなく、芸術家とパートナーが共

に「美術という体験」を作り上げていく存在だと感じています。 

昨今、起業家をはじめとしたビジネスパーソンにも「アートシンキング」が浸透しつつあります。それは、顧客の

ニーズに合わせて商品をつくるデザインシンキングではなく、造り手がつくりたいものをいかに世間にフィットさ

せるのか、という考え方です。AI が台頭してきた今、AI にはない「自ら創造する力」が求められています。その

ためには、自ら創造するアートの世界に直に触れ合える「美術体験」が必要だと私は考えています。 

mecelo は、アート界にとってもビジネス界にとっても、意義のある存在だと思っています。 

 

■ピクスタ株式会社 会社概要 
 

社 名：ピクスタ株式会社 （東証マザーズ：3416）  

設 立：2005 年 8 月 25 日 

所在地：東京都渋谷区渋谷 2-12-19 東建インターナショナルビル 5 階 

TEL：03-5774-2692 FAX：03-5774-269 

資本金：309,811 千円（2018 年 6 月末時点） 

代表取締役社長：古俣 大介 

URL：https://pixta.co.jp/ 

事業内容：デジタル素材のオンラインマーケットプレイス「PIXTA」の運営 

出張撮影プラットフォーム「fotowa」の運営 

芸術家支援プラットフォーム「mecelo」の運営 

支店：日商匹克斯塔圖庫股份有限公司台湾分公司（英文名：PIXTA INC. TAIWAN BRANCH） 

子会社：スナップマート株式会社 

     Topic Images Inc. 

     PIXTA ASIA PTE. LTD.  

     PIXTA (THAILAND) CO., LTD. 

     PIXTA VIETNAM CO., LTD.  

 
 

■本件に関するお問い合わせ先■ 

ピクスタ株式会社 経営企画部 広報担当：小林、塚田、森本 

TEL：03-5774-2692／FAX：03-5774-2695／MAIL：pr@pixta.co.jp  

 

https://pixta.co.jp/
mailto:pr@pixta.co.jp

